
第205号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和６年２月15日

（お知らせ）次の議会だよりは、５月15日（水）発行予定です。

　　　　　　 　

　　　　　　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

政

友
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泉
川
　
洋
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立
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民
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党
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久
井
　
清
氏

公

明

党
富
田
　
信
恵

○
議
案
第
３
号

問　

都
市
計
画
審
議
会
委
員
の
定

数
を
変
更
す
る
目
的
及
び
改
正
に

よ
る
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

同
委
員
は
、
市
議
会
議
員
７

人
以
内
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者

５
人
以
内
、
関
係
行
政
機
関
も
し

く
は
千
葉
県
の
職
員
ま
た
は
住
民

を
代
表
す
る
者
３
人
以
内
の
合
計

15
人
以
内
で
組
織
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
委
員
数

は
、
市
議
会
議
員
が
５
人
で
、
総

委
員
数
は
13
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は

北
千
葉
道
路
沿
線
や
市
街
化
調
整

区
域
の
土
地
利
用
方
針
な
ど
、
土

地
利
用
に
関
す
る
検
討
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
都
市
的
土
地
利
用

の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
必
要

性
が
高
ま
る
た
め
、
定
員
を
見
直

し
、
学
識
経
験
者
の
枠
を
増
や
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
都
市
的
土

地
利
用
に
精
通
し
た
委
員
を
選
考

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
利
用

な
ど
に
つ
い
て
の
専
門
的
知
見
を

踏
ま
え
た
審
議
が
可
能
と
な
る
も

の
で
す
。

○
議
案
第
４
号

問　

条
例
改
正
の
経
緯
を
伺
い
ま

す
。

答　

都
市
公
園
内
に
お
け
る
自
治

会
集
会
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

○
議
案
第
５
号

問　

新
た
な
民
間
保
育
所
等
の
人

的
な
質
を
担
保
す
る
た
め
に
、
選

考
基
準
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

民
間
保
育
所
等
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
る
選
定
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
保
育
の
人
的
な
質
の
確
保
の

面
で
は
、
募
集
要
項
に
児
童
福
祉

法
等
の
関
係
法
令
を
全
て
遵
守
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
人
材
確
保

と
育
成
面
に
つ
い
て
も
募
集
条
件

に
設
定
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

直
近
３
か
年
の
法
人
及
び
指
導
監

査
結
果
報
告
書
の
提
出
を
求
め
、

過
去
の
運
営
状
況
な
ど
を
審
査
し

ま
す
。

等
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

出
産
す
る
被
保
険
者
の
国
民
健
康

保
険
料
の
均
等
割
額
及
び
所
得
割

額
に
つ
い
て
、
単
胎
妊
娠
の
場
合

は
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
、

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

か
月
前
か
ら
６
か
月
間
軽
減
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
条
例
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
２
号

問　

条
例
改
正
の
経
緯
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

援
助
金
の
申
請
は
、
難
病
患

平
成
29
年
の
国
土
交
通
省
か
ら
の

通
達
に
よ
り
、
地
縁
団
体
の
会
館

施
設
が
都
市
公
園
の
効
用
を
全
う

す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
公

園
施
設
に
該
当
す
る
と
解
釈
し
て

差
し
支
え
な
い
と
の
見
解
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
地
縁
団
体

の
集
会
所
や
防
災
倉
庫
の
設
置
に

当
た
り
、
用
地
の
取
得
が
困
難
な

自
治
会
は
、
会
館
等
の
設
置
が
で

き
ず
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

や
防
災
拠
点
の
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
都
市
公
園
内
に

こ
れ
ら
を
設
置
で
き
る
よ
う
、
近

隣
住
民
に
最
も
身
近
な
街
区
公
園

を
対
象
に
、
都
市
公
園
の
敷
地
面

積
に
対
す
る
建
築
面
積
の
割
合
を

100
分
の
２
か
ら
100
分
の
５
に
緩
和

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
集
会
所

等
を
設
置
で
き
る
都
市
公
園
は
、

面
積
１
千
㎡
以
上
を
確
保
で
き
る

街
区
公
園
と
し
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
１
号

問　

条
例
改
正
の
背
景
と
し
て
、

健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
至
っ
た

国
の
政
策
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
拡

充
や
高
齢
者
医
療
を
全
世
帯
で
公

○
議
案
第
９
号

問　

損
害
賠
償
額
が
高
額
で
す
が
、

損
害
内
容
を
具
体
的
に
伺
い
ま
す
。

答　

損
害
賠
償
は
、
実
際
に
木
が

倒
れ
た
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
梨

棚
の
敷
地
約
３
千
800
㎡
の
う
ち
影

響
の
あ
っ
た
約
１
千
700
㎡
の
復
旧

費
用
の
総
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
頭
の
高
さ
ぐ
ら
い

の
位
置
に
張
り
巡
ら
せ
た
ワ
イ
ヤ

ー
や
柱
、
ア
ン
カ
ー
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
梨
棚
に
、
直
径
約
90
㎝
、

高
さ
約
15
ｍ
の
樹
木
が
倒
れ
た
こ

と
か
ら
、
復
旧
に
当
た
り
、
影
響

を
与
え
て
し
ま
っ
た
範
囲
を
対
象

に
、
上
棚
、
下
棚
の
解
体
及
び
修

理
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
、

復
旧
用
足
場
の
設
置
、
解
体
、
梨

棚
の
設
置
等
の
全
て
の
工
事
を
行

う
必
要
が
生
じ
、
復
旧
費
用
が
高

額
と
な
り
ま
し
た
。

平
に
支
え
合
う
た
め
の
高
齢
者
医

療
制
度
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
政
令

未

来

会

議
伊

藤
　
　

仁

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決 全会一致

議案第２号 鎌ケ谷市難病患者援助金支給条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定
について 原案可決 全会一致

議案第４号 鎌ケ谷市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第５号 令和５年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 全会一致
議案第６号 令和５年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致
議案第７号 令和５年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
議案第８号 指定管理者の指定について 原案可決 全会一致
議案第９号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決 全会一致

議案第10号 鎌ケ谷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第11号 鎌ケ谷市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第12号 鎌ケ谷市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第13号 鎌ケ谷市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決 全会一致

議案第14号 鎌ケ谷市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第15号 鎌ケ谷市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第16号 令和５年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第８号） 原案可決 賛成多数
議案第17号 令和５年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決 全会一致
議案第18号 令和５年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
議案第19号 令和５年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致
諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 全会一致

発議案第１号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適
正な診療上の評価等を求める意見書 原案可決 全会一致

陳情5-12-1 鎌ケ谷八丁目戸建住宅21戸開発行為に伴う県道歩道拡幅緊
急陳情書 不 採 択 賛成少数

令和５年12月会議の審議結果一覧

　

な
お
、
全
体
の
審
査
項
目
に
つ

い
て
は
、
組
織
体
制
、
運
営
状
況
、

資
金
計
画
、
立
地
条
件
、
運
営
内

容
な
ど
応
募
事
業
者
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
資
料
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

保
育
内
容
や
そ
の
信
頼
性
の
確
保

な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し
、
事
業

予
定
者
を
選
定
し
ま
す
。

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め

に
、
県
の
医
療
受
給
者
証
の
写
し

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
受
給
者

証
の
発
行
は
約
５
か
月
間
を
要
し

そ
の
期
間
は
援
助
金
の
支
給
の
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
医
療
費
助
成
が
認
め
ら
れ
た

月
に
遡
っ
て
支
給
対
象
に
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
他
市
の

状
況
等
を
精
査
し
た
上
で
、
見
直

す
こ
と
と
し
、
医
療
受
給
者
証
に

記
載
さ
れ
た
有
効
期
間
の
初
日
か

ら
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　※審議の詳細な内容については、２月中旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

　

令
和
６
年
１
月
29
日
に
、
議
場
に
お
い
て
「
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ

れ
、
小
学
生
が
議
員
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
に

対
し
、
か
ま
た
ん
を
活
用
し
た
市
の
Ｐ
Ｒ
や
市
内
小
中
学
校
の
体
育
館
空

調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
な
ど
の
様
々
な
質
問
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た


